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●リスク・カウンセラーはゼネラリストでありたい

小規模企業の経営者は、売上高の激減による経営

危機の相談、金融機関、取引先、社員などとのトラ
ブルの解決や事業承継のことで来社されます。

高齢の夫婦からは、相続問題、子供との同居問題、
隣地との不動産トラブル、認知症介護など････、ま

た、中年夫婦からは、夫婦間のトラブル、勤務先の
倒産、借入金の債務超過のトラブルなど････、そう
した人々が抱えている様々な相談内容は相談者の数

だけ異なったものばかりです。
リスクカウンセラーは法律家ではありませんし、税

務の専門家でもありませんが、相談者が抱えている
ほとんどの問題は、気がつくといつの間にか解決で

きています。
昨今の社会の傾向として問題だと思うのは、細分

化されすぎたスペシャリストは、自分の分野以外の
ことには情報を持っていないことが多く、複雑な問

題を抱えた相談者は、それぞれの分野の異なる専門
家の門を叩いて回らなければなりません。

限られた時間の中で問題解決をしなければならな
い相談者には、相談できる相手が見つからず、ついつい

問題を先送りにしたくなってしまうことになるでしょう。

リスクカウンセラーは、カウンセリング能力を磨くこと
は当然のことですが法律、税務、不動産、金融、保険、

医療、介護、電気、通信、機械、化学、音楽、美術品な
ど、浅く、広く、興味深い情報を収集しつつ、それぞれ
の分野の専門家の人的ネットワークを構築していること

も大いに役立っています。
カウンセリングをするだけでなく、カウンセラーが構

築してきた人的ネットワークを活用してコーディネート
をしていきます。

時にはゼネラリストとなって、相談者の問題解決に当
たることによって、多分野にわたっていた相談者の欲求

を満たすことができ、素早い対応が出来るようになるの
で「問題の先送り」をしないですむようになるのです。

●ラポールが形成できないと問題解決が進まない

リスク・カウンセラーと相談者との間に信頼関係がで

きあがらないと問題解決は進みません。
相談者と接するとき、相談者が過去にしてきた失敗や

問題点を絶対に否定することはありません。相談者の総
てを受け入れる共感的理解を心がけていく事によって、

カウンセラーと相談者との気持ちが共有されるようにな
り、それまで悩み続けていた相談者の心の苦痛がどんど

ん楽になってくることでしょう。
相談者の中には、横暴な発言などかなり身勝手な要求

を言う人もいますが、本音の話を聴くことができる大切
な場面なので否定をしないように慎重に傾聴を続けてい

くようにしています。

根気よく…親身になって接し…人生の価値観など
が共感できるようになると、不思議なことに一気に

信頼関係が高まってきます。それは“以心伝心”の
言葉のように、リスク・カウンセラーと相談者との

間に『ラポール(Rapport)』が形成したことが確認
できるようになります。(ラポール＝「心の架け橋」)

この『ラポール』の形成がなくして問題の解決を
することはできません。

ラポールを形成させるには、相談者に対して礼儀
正しく関心をもって接し、話の中で出てくる過去の

成功事例や現在の真摯な行動を褒めて評価したり、
相手が求めていると思うことを頻繁に情報交換を行

うことによって、かなり短期間につくりあげること
が可能になってくるでしょう。

また、カウンセラーの立場は問題解決の裏方であっ

て、問題を解決したのはあくまでも相談者自身であっ
たことを印象づけることも大切なことです。

相談者が自ら解決できたということは、これから
の人生において大きな自信となるでしょう。

カウンセラーにとっても問題解決ができた時、相談者

の自信に満ちた姿を見ることは、カウンセラー冥利に尽
きるといっても過言ではないでしょう。

リスクカウンセラーは問題解決の駆け込み寺
のようなものです。問題が起きたらいつまでも

悩み苦しんでいないで、リスク・カウンセラー
駆け込んで早期に問題解決をいたしましょう。
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◆高齢化した昭和の経営者達は……
戦後の疲弊しきった日本の産業界で懸命に
頑張ってきた人々も、いつしか６０年の星霜

を経て米寿や喜寿を迎えています。
すべてを失った焼け跡の中から新たな産業
を創出し国や地域社会に貢献してきた中小零

細企業経営者の反骨精神は、感動を与えるも
のがあります。

ＯＡ革命、オイルショック、ＩＴバブル、
金融不況などの荒波を幾度となく体験しては

乗り越えてきた経営者の驚異的なパワーによっ
て成熟した日本経済をつくりあげ、若者達は

多くの恩恵を享受してきました。
そして今、高齢化した創業社長から次世代

へと経営が移譲されようとしていますが、そ
こには多くの問題が潜んでいます。

・後継者がいないので廃業を考えている
・事業内容が時代に取り残されている

・設備が老朽化し後継者の負担が大きい
・債務超過の状態で再生が困難な状況

・推定相続人が不仲で意見がまとまらない
・承継者に対し従業員が反抗的である
など、事業承継は思うほど容易なことではありません。

◆譲る経営者の想いは？ 受ける者のこころは？
事業を譲る側の経営者が「事業承継」を決断するとき、

それを受ける者が譲る者の想いをどれだけ受け止めてく
れてるかを問うことはできないものの、一番確かめたい

ことではないでしょうか。
創業時のトキメキと不安の日々に始まり幾多の感動や

歓び、そして艱難辛苦から生まれた結晶として育て上げ
てきたその事業は、当然ながら我が子のように愛おしく

感じているものです。
創業者のひととなりが染みこんでいる事業であるから

随所にそれなりの特色（癖）もあるのは、譲る側にとっ
てはむしろ誇りでもある。
時代が進み社会の経済背景が変わる、グローバル経済

の波が地球を小さく感じさせ、産業構造も人々の思考も
ガラガラと変わってきたように感じられるようになると、

何故か一抹の不安がよぎる。
そして、今こそ事業承継の時機が到来したのだと悟っ

たとき、この想いを受けとめてくれる後継者が自分の周

囲にいないことに気づき落胆する。
事業の承継を託された側にとって、譲る側の

想いをどこまで感じ取り受け入れられるかは、
事業承継についてくる様々なリスクとのバラン

スを考慮しなければならないからどうしても慎
重にならざるをえない。

事業承継は、新規に路を切り拓くというので
はなく、すでに事業の基盤ができているという
ことは「創業者のお陰」を強く感じるところで

ある。
しかし、自分風の新たな路を作り上げ難いこ

とにジレンマを感じる場面にしばしば直面する
ことに苦しむのも十分に理解ができる。

◆双方の想いが通い合ったときの感動は深い
父から子に…、兄から弟に…、経営者から従

業員に…、祖父から孫に…と、承継するときの
譲る側と譲られる側の気持ちが一体となって想

いが一つであることが確認できたときの感動は、
語りきれないほど深いものがあるというのです。

それは、それぞれが譲受関係人として対峙す
る関係をつくるのではなく、双方が将来の方向を見つめ
「思いやりの心」「ねぎらいの言葉」「信頼関係」を大

切にし事業承継を進めていくことではないでしょうか。

事業承継コーディネーターは、企業の財務分析をして
数値をはじき出したり、税務上の特典を活用することだ

けでなく、「譲る側の想い」と「譲られる側の想い」を
しっかりと受け止め、双方の「心」と「心」を結びつけ

るキューピットのような大きな使命があるのです。
そして更に大切なことは、親族、従業員、取引先、金

融機関などの周囲の関係者に対しても幸せと繁栄ともた
らすような役割も担っているのです。

『樹を育てる者は根を培うことを忘れるな』と、会社

を末代まで繁栄させようとするからには、企業内の見え
ない土壌にあたる部分を日々培う努力を続けていなけれ

ばなりません。良い土壌は一朝一夕ではできません。
間違えてはいけないのは、ここで言う土壌とは、人の

数でも、在庫数量でも、お金のことでもありません。
それは、企業の将来を願いつつ、実直に働く一人一人
の心の奥の奥にある…家族や働く仲間に向けた温かい

『慈愛の心』ではないでしょうか。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。生物
は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそうした個が調
和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）

藤
沢
の
お
客
様
の
お
宅
に

伺
う
に
は
少
し
早
め
の
午
前

９
時
過
ぎ
「
江
ノ
島
」
に
行
っ

て
み
た
。
釣
り
人
が
や
っ
て

来
る
と
人
慣
れ
し
た
数
匹
の

野
良
猫
が
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
…
の
っ
そ
の
っ
そ
と
集

ま
っ
て
、
荷
物
の
そ
ば
で
お

弁
当
を
広
げ
る
の
を
待
っ
て

い
る
の
だ
。
近
く
に
は
干
物

や
刺
身
を
売
っ
て
い
る
店
が

あ
る
と
い
う
の
に
…
。
も
し

か
し
て
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い

が
欲
し
い
の
か
も
…
…
。

R .F.C.Ｍ Heartful Report
・マネジメントのハートフル レポート ＝ ＝ ＝ ＝２０１０年２月号



Ｖｏｌ.０７４号 Ｒ.Ｆ.Ｃ.Ｍ Heartful Report 発行 2010年（平成21年）2月17日 Ｖｏｌ.０７４号 Ｒ.Ｆ.Ｃ.Ｍ Heartful Report 発行 2010年（平成21年）2月17日

自動車や家電製品のエコポイント制度はすっかり定着するよ
うになってきましたが、平成２１年１２月８日に閣議決定され
た「住宅版エコポイント制度」を活用により、エコ住宅の新築
やエコリフォームが話題になっています。
平成２２年１２月３１日までに着手したリフォームや、着工
した新築住宅に対し、国土交通省の定める『適用基準』を満た
していればされることになっています。
【発行エコポイント数】
１．エコ住宅の新築
１戸あたり３００,０００.ポイント

２．エコリフォーム
①窓の断熱改修（２,０００～１８,０００ポイント）
（大,中,小）（ガラス交換、内･外窓設置）による
②外壁、屋根、天井又は床の断熱改修
・外壁…………１００,０００.ポイント
・屋根･天井……３０,０００.ポイント
・床……………５０,０００.ポイント
③バリアフリー改修…１戸あたり最高５００００ポイント
（手すりの設置、段差解消、廊下幅等の拡張）

但し、①+②+③の合計が３００,０００.ポイントが上限と
なっていて、申請の期限も「エコリフォーム」平成23年３月
３１日、「」一戸建住宅」は同年６月３０日、「共同住宅」
は同年１２月３１日とそれぞれ異なっています。
エコポイントの活用をして、古くなったアパートの改修工
事をするケースも増えつつあるようで、少しでも建築業界の
仕事が増えるように、起爆剤になるといいですね。

＝住宅・アパートにエコポイントを活用する＝

========================================
不動産コーディネーター 豊田泰幸

今月は雑誌「Family
Business」の冬の号か
ら、米国のＦＬＰ(Fami
ly Limited Partnershi
p)という制度をご紹介
します。
不動産管理の専門家
リチャード・クレイウェ

ル氏が紹介する実例です。
あるとき弁護士から相談され、クライ
アント企業にＦＬＰという制度を適用し
ようと進めていました。
その途中、そのクライアントは交通事
故を起こしてしまったというのです。
しかも正面衝突した相手は亡くなった
ということでした。
ＦＬＰを適用する前、つまり資産保護
前だったので、故人の家族が訴訟を起こ
せば、クライアントが経営する会社も含
め全資産が対象になるという状態だった
のです。
クレイウェル氏が提言しているのは、
この交通事故のような個人の問題が、企
業の存続を危うくすることがないように
資産保護しておくべきというものです。

では、具体的に家族経営などの会社は

どのようにＦＬＰを適用するものなので
しょうか。ある夫妻をモデルに考えてみ
ます。
夫妻は、ＬＬＣ(Limited Liability C
ompany：有限責任会社)や株式会社の形
態をとる企業の２％の無限責任株式と、
９８％の有限責任株式を保有します。
無限責任と有限責任の違いは、無限責
任が経営に対する権限があり、有限責任
にはないことです。無限責任株式と有限
責任株式の両方がＦＬＰの資本になりま
す。
そうすると、この企業は、家族とパッ
シブ投資によって所有されることになり
ます。(パッシブ投資とは、日々の管理
を必要としない株式や証券のことです。)
そのとき、現金も含め、企業として持っ
ておきたい資産を洗い出し、適正に評価
してもらい、ＦＬＰに組み入れなければ
なりません。
米国の場合、資産評価の専門家（ＣＶ
Ａ：Certified Valuation Analyst）認
定制度があるため、それらの評価者の支
援を得るのが良いとされています。

では、ＦＬＰを適用することによって、
具体的にどのような利点があるのでしょ

うか？
一点目は、資産が保護される点です。
ＦＬＰを訴えた場合、個人を相手に訴え
るのに比べ勝てる見込みはほとんどあり
ません。そのため、会社に必要な資産が
失われるリスクが少なくなります。
二点目は、資産や経営に関する集中管
理が可能になることです。
三点目は、ＦＬＰの手続きをふむこと
により、日々の業務に追われている経営
者が自身に何かがあっても困らないよう、
所有権の行き先を決めておくことができ
ることです。
四点目は、税制上の優遇です。個人と
して資産を子供に贈与する場合と、ＦＬ
Ｐで会社の所有権を移転するのでは、掛
かってくる税金が違います。

たとえば百万ドルの資産の場合、課税
対象額は半分ほどになります。
このような制度は、家族経営の会社が
世代交代を経て存続することを支援する
ためにあります。

最近、日本でも家族経営の会社の存続
を支援する税制上の優遇措置が施行され
るようになりました。
事業承継についての制度活用について
ご興味がおありでしたら、お問い合わせ
ください。
（事業承継コーディネーター･細野孟士）

W orl d N ow
＝ 家 族 経 営 会 社 ( 同 族 会 社 ) の た め の 資 産 保 護 ＝

● 通勤コ ース は勉強 コース だ
高碕達之助が、通産大臣の頃、こんなことを語っ

ている。

「私が東洋製缶を始めた頃、会社は大阪の北部

にあったので、その付近に自宅を持とうと物色し

ていました。それを知った小林一三さんから、え

らく叱られました。

<お前は大阪の地理に疎い。北に工場があるか

ら北に住む？。そんなアホなこと考えるな。会社

が北なら、その反対の南に住み、毎日の往復を利

用して、大阪の街を端から端まで勉強せい。あっ

ちこっち歩いて、街をくまなく勉強するんだ。

通勤時間がかかるといったって、ちょっと早め

に家を出りゃすむことだ……〉

大阪どころか、〈日本の主要都市ぐらいは訪ね、

地理や習慣、季節特性や土地の産物などを見て歩

き、視野を広めろ……〉と語ったのは井上貞次郎

だ。(ダンホールの考案者)

別な言い方をすれば、<いつも同じコースを同

じ乗り物に乗って、ピストンのように往復するよ

うな通勤では、大した仕事はできないぞ！>という

助言である。

話は変わるが、推理作家の大御所松本清張は、混雑す

る乗り物について自伝に書いている。

<私が小説の筋を思いつくのは、ほとんどは外出中であ

る。特に混む電車やバスの中は、格好の着想環境である。

一切の雑音は、私の耳には入らない……>

ところであなたの通勤手段だが、定期券利用の人が多

いと思う。

定期券を持っているいうことは、毎日、ピストン型の

通勤を先行約束をするようなもの。

するとモーパッサンが、

「水の上」という作品に書い

ている一文を思い出す。

「毎日、毎週、毎月、毎季

節、毎年、違ったところは何

もない。同じ時刻に出勤し、

同じ時刻に昼飯を食べ、同じ時刻に退ける。それ

が二十歳から六十歳まで続くのだ……」

定期券に、何の疑問も持たずにもたれると、こ

のモーパッサン型の生き方にならないか。

●定期券なし通勤で、モーパッサンを裏切れ

「水の上」の一文には、まだあとがある。

「……その間、特筆大書すべき事件は、四つし

かない。

結婚、第一児の出産、父と母の死、ほかには何

もない。いや失礼、昇給があった」

ぼくのある友人は、ルールに従い通勤費はもらっ

ても、定期券通勤を１ヶ月間続けると、つぎの１ヶ

月間は定期券を買わず、自由経路の通勤をした。

朝は私鉄にしたら、帰りはＪＲにする。横浜に

行くとき東横線に乗ると、帰りは京浜東北線にす

る。別のある朝は、パスを利用すると、帰りは新

横浜まで新幹線を利用。

このようにして、２日続けて同じコースを往復

することはなかったそうだ。九州出張も、行きが

飛行機だと、帰りは新幹線にする。名古屋までの

出張だと、片道は高速バスにする。とにかく、ワンパター

ンのコースを往復しない。

彼に尋ねた。「タメになったことは？」。叱られた、

「活かしたことは？」と尋けと。

答えはつぎのとおり。①車内外の変化が、居眠り防止

になる。②情報感覚が敏感になる。③商速バスに子供は

乗らないから車内が静か。知っていたか？。④高速パス

のドライバーにも、女性が活躍している。⑤会津から新

潟行きのＪＲに乗った。季節は冬。下車時のドア開けだ

けは手動。社内暖房の空気を逃さないため。⑥雪降る中、

札幌～定山渓をバスにした。土地の人は傘は使わない。

雪が乾燥しているから、体に雪がかかっても溶けないか

ら。⑦賢島行き名鉄特急には、造花ではなく生花が飾っ

てある。

輻広い情報基盤は、豊かな発想力につながる。定期券

はアタマを定型頭脳にしかねない。

「
お
陰
さ
ま
で
元
気
に
立
ち
直
れ
ま
し
た
…
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
る
相
談
者
の
方
々
か
ら
の
宝
石

の
よ
う
な
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
は
「
命
の
源
泉
」

と
な
っ
て
、
毎
日
、
元
気
に
仕
事
を
続
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
と
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
昭
和
六
十
一
年
の
四
月
、
会
社

の
「
破
産
宣
告
通
知
」
を
受
け
て
か
ら
早
く
も
二

十
四
年
が
経
っ
て
お
り
、
間
も
な
く
四
半
世
紀
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

同
年
七
月
一
〇
日
の
東
京
地
裁
七
一
三
号
法
廷

で
は
、
多
く
の
債
権
者
の
前
で
お
詫
び
の
ご
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
破

産
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
す
べ

て
の
方
々
に
決
着
が
つ
い
た
と
は
思
え

ず
、
わ
が
身
が
体
験
し
て
き
た
す
べ
て

を
同
じ
悩
み
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
使
命
と
気
づ
い
た

と
き
、
自
分
が
一
番
充
実
し
て
い
る
と

き
だ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
は
、
ご
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
か
ら
お
聴
き
す
る
数
々
の
相
談

内
容
は
、
ど
の
事
例
を
と
っ
て
も
私
自

身
に
新
た
な
気
づ
き
を
与
え
て
下
さ
る

課
題
ば
か
り
で
あ
り
、
学
道
へ
の
扉
を

開
い
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

「
天
に
棄
物
な
し
」
と
思
え
る
の
も
、

傲
慢
な
経
営
者
だ
っ
た
自
分
を
今
の
道
に
導
い
て

下
さ
っ
た
見
え
な
い
「
天
の
声
」
「
天
の
力
」
の

お
陰
で
あ
り
、
自
分
に
残
さ
れ
た
か
け
が
え
の
な

い
数
十
年
の
人
生
は
「
人
間
力
」
を
磨
き
な
が
ら
、

窮
状
に
苦
し
む
人
の
た
め
に
働
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
お
会
い
し
て
き
た
悩
み
、

苦
し
む
貴
重
な
体
験
を
さ
れ
た
ご
相
談
者
の
「
声

な
き
声
」
の
代
弁
者
と
し
て
地
道
に
行
脚
を
続
け
、

彷
徨
う
人
へ
の
確
か
な
光
明
と
な
る
れ
る
よ
う
、

静
か
に
燃
え
な
が
ら
一
歩
一
歩
を
大
切
に
し
て
生

き
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
皆
さ
ま
に
、
温
も
り
の
あ
る
感
動
の
日
々
が

あ
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ありがとうの思い出－２５

通
勤
経
路
に
も
学
ぶ
人
、

漫
然
と
通
勤
す
る
人

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

二
見
道
夫

～ 痩せている人は長生きしない？～
===============================================
４０歳の人の平均余命は、肥満度別に見ると「やせ」の人
が最も短く、最も長い「太りすぎ」の人より６年程度短命と
の研究結果を、東北大公衆衛生学の研究グループがまとめま
した。（日本経済新聞朝刊…10/11）
肥満度は世界保健機関（ＷＨＯ)が基準にしているＢＭＩを
採用して、宮城県内の４０～７９歳の男女約４万４千人を、
９５年から０６年まで追跡調査、分析しています。
４０歳の人の肥満度ごとの平均余命は、男女とも順序は同
じで、「太りすぎ」が最長で（男性４０.５年、女性４７.０
年）、以下は
◇「普通」（男性３８.７年、女性４６.３年）
◇「肥満」（男性３７.９年、女性４４.９年）
◇「やせ」（男性３３.８年、女性４１.１年）
の順でした。
研究グループは、「やせすぎると細胞の機能低下などで循
環器疾患や、栄養不足が体の抵抗力を減少させるため、死亡
リスクを高める」としています。
「太りすぎ」が良いわけではありません。ご存知のように
ＢＭＩは「２２」が標準値で、疾患が最も発生しにくいとい
われています。ＢＭＩは認知症を予防する方法として、誰で
も簡単にできる有効な判定基準です。認知症予防はメタボと
同様に、日常生活の自己管理が世界基準です。

■ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
◇「やせ」……１８.５未満
◇「普通」……１８.５以上～２５.０未満
◇「太りすぎ」…２５.０以上～３０.０未満
◇「肥満」……３０.０以上

■認知症予防･新書■ №０６
=============================================
ＮＰＯ法人 認知症介入指導協会 理事 清輔喜美男

http://ninchisho-yobo.jp


